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そ の 他

理学系研究科長 (理学部長)と理学部職員組合との交渉

1997年 5月 19日 に壽榮松研究科長、柚原事務長と、ま

た 7月 2日 に壽榮松研究科長、小林事務長と理学部職員

組合 (理職)の間で定例研究科長交渉が行われた。主な

内容は以下の通りである。

1.職員の昇格 。昇給等の待遇改善に係わる問題につ
いて

1)技術職員
5月 の交渉で、理職は技術職員の昇格を要求する際に、

少しでも有利な材料を提供するため、技術職員が関わつ

た仕事に対して、謝辞を載せるなど教官の配慮を要望し

た。研究科長は、この件は従来から教授会で要望してき

ており、今後も要望していく、と回答した。また7月 交

渉で、理職は6月 の国大協総会で文部省の技術職員待遇

改善検討会が「中間まとめ」で出した「技術職員に『職』

を置く提案Jが示され、人事院では10月 の来年度級別定

数に向けての取り組みを始めるとの情報を紹介し、理学

部として対応が遅れないよう、十分な情報収集と的確な

対処を要求した。また理職は、行 (二)歴のある職員が、

在級年数の不足によって 4級・ 5級昇格が出来ないこと

に関し、格別の配慮を求めた。研究科長・事務長は、努

力をすると回答した。

2)図書職員
5月 の交渉で、理職は事務職員から図書職員への定数

振替について再度質問し、振替については人事記録に載

らず、別の書類に記載される事がわかった。前回の科長

交渉において、事務長がすでに昨年の4月 に振替済みと

本人に通知したのは勘違いであったと述べた。理職は、

振替の時期が本人が問い合わせをしない限りわからない

のは不便だと主張したが、事務長は昇格の要求調書作成

時にはきちんと調べて載せるので、問題はないと回答し

た。また理職は、図書職員の専門員・専門職員のポスト

について、専門職員の前例はまだないものの、文部省の

裁量で現行制度の枠内でもつけることが出来ること、事

務職員の場合は人事院へ上申しなければならないのとは

異なり、比較的簡単に格付けできる可能性があること、

一般的には専門員・専門職員等の上位ポストの獲得は概

算要求事項であるが、運用の仕方で取得できる道もある

ことから、これらのポスト獲得に努力して欲しいと要望

した。これに対し事務長は、図書職自体が専門職なので、

専門職員は難しいと答弁した。 7月 の交渉で、理職は図

書職員の 5・ 6級昇格改善要望書を提出し、特に行 (二 )

からの振替で在級年数が不足する職員への特別の配慮を

要望し、研究科長 。事務長も理解を示した。

3)事務職員
5月 の交渉で、理職は以前より要求してきた生物学科

事務主任の 6級昇格について、さらなる努力を求めた。

2.教室系事務 。図書職員の組織化問題
5月 の交渉で、理職は教室系のみを対象とした組織化

案は、定員削減も予定されている現状では、教室系の事

務負担だけが増える危険があり、理学部全体の事務組織

について、抜本的な改革案を作成すべきである、と再度

要求した。これに対し研究科長は、事務全体の業務を整

理することで負担を軽減する方針である、と回答した。

また事務長は、定員削減と今回の組織化は別の問題であ

り、定員削減はユニット数に応じて消化されるものであ

ること、中央事務はすでに組織があるので、今回の組織

化案には含めていないこと、教室系事務の組織化は、事

務職員の全体的な待遇改善がねらいであること、事務合

理化の結果として、中央事務の定員が削減されることも

ありうること、を回答した。さらに理職は、異なる専攻

が同じ掛になる場合には、職員の負担がきわめて大きく

なる問題をとりあげ、組織化案の実質的な運用は困難で

あることを主張した。これに対し研究科長は、現場での

混乱は避けたく、物理的な建物配置などの問題から、当

面は現状を尊重し、徐々に新しい体制に変えていく、と

の方針を述べた。 7月 の交渉で、理職は本問題が来年度

の概算要求をめざし、 7月 教授会で基本方針を決定する

方針であるのに対し、当事者である教室事務職員には 1

回しか説明がなされていないこと、それをうけて組織化

案に対する問題点を文書で提出したのに返事がなされて

いないなど、各教室事務室への問題点のフィードバック

が、きわめて不十分であることに抗議し、早朝の説明会

開催を求めた。研究科長は7月 教授会において最終報告

が承認された後、職員に説明会を行う予定である、と回

答した (7月 23日 に開催)。

(後日理職は教室系事務組織検討委員会に対し、 7月 9

日付けで要望書を提出した)。

3.教官への任期制について
大学教官等の任期に関する法律が、 6月 の国会で成立

したことをうけ、理職は本研究科での対応を尋ねたbこ

れに対し研究科長は、任期制の目的は人事交流であり、

本研究科は企画委員会による2年前の調査結果で、十分

な流動性があるとしており、一律に任期制を導入した場

合には、弊害の方が大きいと考える。したがって本研究

科では早急に任期制を導入する考えはない、と回答した。

4。 その他

勤勉手当、特昇について、本年度より2号俸特昇もで

きるようになったことをうけ、理職は本研究科での方針

を尋ねた。これに対し事務長は、従来通りに行う方針で

ある、と述べた。
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